
バングラデシュの医療課題に挑む
SHIP INTERNATIONAL HOSPITAL （SIH）

次世代医療材料物流を担う
大阪ソリューションセンター（大阪 SC）

　医療施設に対して診療材料·医療用消耗品を安定的かつ継続的に供給すること
は、当社グループの重要な使命です。多くの医療機関は、診療材料·医療用消耗品の
発注や納品·在庫管理などの事務処理に少なからず負担を感じており、医療従事者
の方々の業務時間を大きく割かざるを得ないケースも散見されます。この業務を効
率化し、医療従事者の方々が医療に集中できる環境をつくるため、当社グループで
は医療消耗品の安定供給・在庫管理・品質維持などの医療材料物流の課題に対し、
SPDサービスを駆使して多角的な視点から解決する「スマートメディカルソリュー
ション」を展開しています。

　2021年に大阪府門真市に開設した大阪SCもその一つで、次世代型のSPDを提供
するための先進的な医療材料の物流拠点です。パートナー企業との共同開発という
形で、最先端の自動物流施設を備えた大阪SCには大きな可能性があります。RFIDタ
グを活用した医療材料管理は、将来的には医療材料のトレーサビリティの可能性を
拡げることにもつながります。安心·安全な医療材料物流の最適解を求めて、大阪SC
の進化はこれからも続きます。

創業時から大切にしている「SHIP」理念は、今なお当社グループの事業活動の中で息づいています。
ここでは「SHIP」理念を体現する4つの取り組みについてご紹介します。SHIP特

集 Value creation based on SHIP philosophy
「S H I P」理念に基づく価値創造事例
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　当社グループでは、これまで培ってきたトータルパックプロデュースのスキルやノ
ウハウを、海外の医療現場でも活かす取り組みを始めています。

　2022年にバングラデシュの首都ダッカに開設したSIHは、当社グループが手掛け
る海外病院運営の第1号案件です。著しい経済成長を遂げはじめたバングラデシュ
では、がん、循環器·呼吸器疾患、糖尿病などの非感染性疾患が死亡要因の７割を占
めるまでに深刻化しています。こうした事情も踏まえ、SIHでは血管性疾患と周産期
医療、急性外傷といった領域にフォーカスして最新の設備と技術を導入。内科や外科、
救急や産婦人科を含め、現在では16の診療科を揃えて地域医療を支えています。

　医療サービスの向上はバングラデシュ政府が掲げる重要な政策であり、日本政府
も医療の国際展開を国策として掲げています。こうした両国の思いを受け継ぐ形で、
当社グループはバングラデシュ側のパートナー、国際協力機構(JICA)とともに、共同
出資事業としてSIHの運営にあたっています。当社グループでは今後も、SIHでの取
り組みを通じて、バングラデシュの人々の健康維持に貢献していく考えです。

09



地域に根差す医療サービスに力を尽くす
川西市立総合医療センター

最先端のがん治療施設を支える
大阪重粒子線センター

　兵庫県川西市に位置する川西市立総合医療センターは、地域の方々に良質でやさ
しい医療を届けることを目的として、2022年に開設された地域の基幹病院です。こ
の地域には、もともと市立川西病院と協立病院という2つの総合病院がありました。
他の医療機関とも連携を図りながら川西市域の中で医療完結率を向上させること
が、地域のために不可欠であるとの考えから、この2病院を統合させ、新たな医療セン
ターを設置するプロジェクトが地域主導で立ち上がりました。

　当社グループは、計画から開院までの支援業務を受託し、プロジェクトの成功を支
えました。当社グループではこれまで、医療機関の新築·移転·増改築などのニーズに
対し、計画から開院に至るまでに必要なサービスを総合的に提供する「トータルパッ
クプロデュース事業」を全国展開し、着実に実績をあげております。この新医療セン
ターは、公的病院と民間病院を統合するという全国的にもめずらしいケースとなりま
したが、これまで培った知見やノウハウをフルに活用し、無事オープンすることができ
ました。当社グループはこれからも、良質でやさしい医療を提供するための支援サー
ビスを通じて、地域に貢献していく考えです。

　大阪重粒子線センターは、全国で6番目、民間主導の民設·民営の重粒子線がん治
療施設としては国内初の施設として誕生しました。2018年の開院·治療開始以来、国
内外の多くの患者様の治療にあたり、2024年3月末までに、前立腺がんの患者様を
はじめとして、延べ4,198人と多くの患者様の治療を行ってきた実績があります。「重
粒子線」は粒子の質量が大きく、X線や陽子線など他の放射線治療に比べて体内の
線量分布に優れています。重粒子線を使ったがん治療は、体へのダメージを最小限
に抑えられるほか、照射による痛みも伴わないために入院も不要で、患者様のQOL
維持にも優れているとも言われています。

　重粒子線治療施設に関し、当社グループでは2013年に大阪府立病院機構の「重
粒子線がん治療施設整備運営事業民間事業者」として指名されるなど、これまで重
粒子線がん治療施設の開設や運営に関するノウハウを蓄積してきました。大阪重粒
子線センターに関しても、その開設から日々の施設運営に至るまで、総合的なサービ
スを提供してきました。これからも、最先端のがん治療施設の運営支援を通じて、が
んと闘う患者様の力になりたいと考えています。

創業時から大切にしている「SHIP」理念は、今なお当社グループの事業活動の中で息づいています。
ここでは「SHIP」理念を体現する4つの取り組みについてご紹介します。
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